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地域医療構想とは･･･
　地域における効率的かつ効果的な医療提供体制の確保のために、都道府県が医療計画の一部として策定する
ものです。静岡県地域医療構想では、二次保健医療圏ごとに将来の医療機能の必要量が機能区分（高度急性
期、急性期、回復期、慢性期）ごと示されました。今後、富士保健医療圏にふさわしい機能分化と連携に向け
て、医療関係者による話し合いが進められる予定です。

　平成28年度にあたりご挨拶申し上げます。日ごろより市民
の皆さまには、当院の運営にご理解とご協力を賜り、心から
感謝申し上げます。
　現在、医療を取り巻く環境は、社会保障制度改革により大
きな転換を迎えようとしております。当院におきましても、
静岡県の地域医療構想（※）が策定された中で、従来の病院
運営のあり方を見直し、新たな視点に立った病院改革を積極
的に進めていくこととなります。
　本年4月には、これまで当院が取り組んでまいりました専
門的ながん医療の提供や相談支援体制が評価され、厚生労働
省から「地域がん診療病院」の指定を受けました。これから
当院は、富士保健医療圏（富士市、富士宮市）の中核病院と
して、高度急性期・急性期医療を担うという役割が更に強く求められることとなります。それを担うにふさ
わしい高度で質の高い医療を提供するとともに、医療環境等の変化にも柔軟な対応ができる病院となるよう
経営基盤の強化を図ってまいります。
　今後も、市民の皆さまに安心で安全な医療の提供に努め、“患者さんに選ばれる病院”を目指してまいり
ます。

平成28年4月　　院長　小野寺　昭一

院長（前列中央）と副院長
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Physical Therapist理学療法士：ＰＴ

リハビリテーション編リハビリテーション編

取り戻せ！

　日常生活
取り戻せ！

　日常生活

患者さんの持つ能力を 最大限に引き出します！患者さんの持つ能力を 最大限に引き出します！

患者さんを
支える専門職

ピーティー

　患者さんの動作のコツを見極め、その人に
合った個別指導でトレーニングを行います。
また、手術前の自主訓練の指導や呼吸訓練を
行うことで体力を維持し、早期離床退院を目
指します。

起きる、立つ、歩くといった基本動作が

楽にできるように

Speech-Language-
Hearing  Therapist言語聴覚士：ＳＴ

エスティー

　脳血管障害などを原因とした言語障害の患
者さんへの訓練のほか、嚥下（飲み込み）障
害の訓練を行っています。患者さんが安全に
おいしく食べられるように、医師や看護師な
どと多職種のチームで取り組んでいます。

ことばの訓練や、飲み込みの訓練に対応

Occupational
 Therapist作業療法士：ＯＴ

オーティー

　脳血管障害、手の骨折や外傷、高次脳機能
障害などの患者さんを対象に、日常生活を送
る上で必要な機能回復をサポートします。

食事をする、洋服を着る、細かい手仕事をする

といった日常生活動作の改善へ

明るいスタッフが患者さんを笑顔にします

えん　  げ

　当院職員が持つ専門的な知識や技術などを、市民の
皆さまに「出前講座」として出張し紹介しています。
　講座には58のメニューがあり、すべて無料です。
　申込みができる方は、市内在住または通勤通学者で10名以上の参加が見込まれるグループです。

◦飲み込みの障害のある方への対応とリハビリ
◦骨折と転ばぬための身体づくり
◦かんたん呼吸リハビリテーション
◦認知症の方との関わり方
◦床ずれ（褥

じょく

瘡
そ う

）予防とベッド上体操

生活に役立つ! 出前講座

リハビリテーション科の出前講座

病院経営課 内線2222
　　　 ※詳しくはウェブサイトでご確認ください。　　　　 富士市立中央病院 検索
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富士市立中央病院外来日程表

完全紹介状制について

当院では｢病診連携｣を推進しています

受付時間：午前8時～11時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年4月1日現在
診療科 《 部 長 名 》 月 火 水 木 金 （　備　　考　）

内 科
初診

高村 山本 佐々木 遠藤 本澤
大村 秋田 木下 小松嵜 庄司

（ 血 液 内 科 ）《藤井常宏》 藤井 谷口 藤井 山城 水曜日の谷口医師は午後予約のみ
（糖尿病･内分泌内科）《 石 澤　 将 》 瀧／比企 石澤 石澤 瀧 石澤 月曜日の瀧医師は午前、比企医師は午後
（呼吸器内科）《木村哲夫》 木村 木村 木村 木村 小林
（ 腎 臓 内 科 ）《笠井健司》 高橋 笠井 山本 高橋 笠井
（消化器内科）《鳥巣勇一》 梶原 中野 鳥巣 中野 鳥巣
（ 神 経 内 科 ）《 河 野　 優 》 河野 森田 河野 河野 河野
精 神 神 経 科 《外岡雄二》 外岡 外岡 外岡 《初診は完全紹介状制》
循 環 器 科 初診 阪本 阪本 山田 木下／銭谷 金曜の木下医師は奇数週、銭谷医師は偶数週

（循環器内科）《阪本宏志》 三川 三川 三川 三川 火曜の初診受付は午前10時まで
山田 銭谷 阪本

（心臓血管外科）《織井恒安》 織井
小 児 科 千葉 千葉 木下

日馬 鈴木 日馬 日馬 鈴木
秋山 木下 木下 秋山 秋山

外 科 《梶本徹也》 初診 谷田部 阿部 熊谷 浮池 坪井 初診担当医師は変更する事があります
坪井 熊谷 梶本 北川 良元
浮池 道躰 谷田部 阿部 道躰
原田 良元 柏木 坪井 柏木 木曜の森川医師は、偶数週の午後2時〜4時

森川 （交代制）※ ※はヘルニア外来（午後のみ）
（ 乳 腺 疾 患 ） 女性専用の外来 梶本
整 形 外 科 《 加 藤　 努 》 勝見 永井 永井 勝見 《初診は完全紹介状制》

小川 嶺 嶺 小川 水曜は初診のみ（紹介状制）
村上 加藤 （交代制） 村上 加藤 水曜の診察は午前9時半から

脳 神 経 外 科 《 諸 岡　 暁 》 吉野／坂本 園田 火曜日の吉野医師は午前、坂本医師は午後 水曜は初診のみ
野田 諸岡 （交代制） 野田 諸岡 火曜の諸岡医師、木曜の野田医師は再診のみ

形 成 外 科 《平川正彦》 平川 平川 平川
（休診）

平川 《初診は完全紹介状制》
赤石 赤石 赤石 赤石

泌 尿 器 科 《後藤博一》 後藤 鈴木 後藤 鈴木 後藤
小野寺 久金 森

（ 排 尿 障 害 ） 女性専用の外来 平本 受付は午後1時〜2時
産 婦 人 科 《鈴木康之》 初診 東堂 榛葉 鈴木 矢田 松木 《婦人科初診は完全紹介状制》

矢田 松木 榛葉 東堂 鈴木 ←婦人科再診
松木 矢田 東堂 鈴木 榛葉 ←妊婦健診

（ 不 妊 症 ）
女性専用の外来

鈴木 鈴木 鈴木 鈴木 鈴木 受付は午前8時〜9時
（婦人科疾患） 廣中 金山／榛葉 受付は午後1時〜2時
眼 科 《藤谷暢子》 藤谷 藤谷 藤谷 藤谷 藤谷 木曜は紹介状初診及び予約のみ

渡辺 渡辺 渡辺 渡辺
耳 鼻 咽 喉 科 《重田泰史》 黒田 （交代制） 黒田 倉島 （交代制） 火曜・金曜は初診のみ

重田 倉島 重田
倉島 重田 黒田

皮 膚 科 《津嶋友央》 津嶋 津嶋 津嶋／栗原 津嶋 津嶋 水曜の津嶋医師は奇数週、栗原医師は偶数週
栗原 栗原 栗原 栗原

放 射 線 科 松井 松井 松井 松井 松井 《初診は完全紹介状制、完全予約制》
青木 小宮山 ←治療外来

歯科口腔外科 《勝山直彦》 勝山 勝山 勝山 勝山 勝山
井出 井出 井出 井出 井出
本間 本間 本間 本間 本間

小林／阿部
緩  和  ケ  ア  外  来 梶本／鳥巣 梶本医師は奇数週、鳥巣医師は偶数週《初診は完全紹介状制》

※都合により、内容が変更になることがあります。※女性専用の外来を担当する女性医師は、赤字で表示しています。

～精神神経科・整形外科・形成外科・産婦人科(婦人科のみ)・放射線科を初めて受診される患者さんへ～
　まず近隣の医療機関を受診していただき、その後、専門的な検査や入院治療を要する方は、紹介状をお持
ちの上で当院を受診していただくようお願いいたします。(放射線科は予約も必要です｡）

　かかりつけ医（診療所）からの紹介状をお持ちいただくことで、効率的・効果的に治療を進めることがで
きます。また、特定初診料（1,620円）は徴収されません。
　地域における医療機能分化が求められる中、当院は急性期機能を更に充実させ、高度で専門的な医療を提
供する基幹病院であるべく、診療所と役割分担をし、互いに協力することで地域医療に貢献いたします。
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｢患者さんを主訴から解放する｣をモットーに

患者さんを感染から守るために

各科紹介
〜神経内科〜

所属紹介
〜感染対策室〜

神経内科は平成15年4月から診療を開始し、外来

は神経内科専門医２名が担当し、入院は内科や脳神

経外科と連携し治療にあたっています。

神経内科が担当する疾患は、中枢神経系（脳・脊

髄）、末
ま っ

梢
しょう

神経系、筋肉系のあらゆる部位に存在

し、非常に多岐にわたります。具体的には脳血管障

害、変性疾患としてパーキンソン病、アルツハイ

マー病、免疫疾患として多発性硬化症、ギランバ

レー症候群などがあります。患者さんの病態がどの

疾患から起因するのか、また患者さんの主訴（訴え

のうち最も主要な病気の症状）を軽減するためには

どのような対応が望まれるのかを常に念頭に置き、

日々の診療にあたっています。まず患者さんの主訴

や病歴をよく聴き、その後に頭から爪先までじっく

り身体所見を評価する、といった“昔ながら”の診

察を行っています。

一方で、当院は富士保健医療圏で唯一といわれる

核医学検査、生理学会専門医が実施する筋電図検査、

また高精度MRIなど検査機器が充実し、診断精度

の向上に直結しています。更に「21世紀は脳の時

代」と言われるとおり、多くの新薬が開発され、以

前は治療法すらなかった疾患も、薬剤治療の恩恵を

受けられる時代に来ています。

神経系の症状でお悩みの方は、ぜひ当科へご相談

ください。

感染対策室は病院全体の感染課題を解決する事業

を企画、立案し、推進するための中核的な役割を

担っています。また、病院感染発生時には感染拡大

防止対策を直ちに実施します。そして、その原因を

突き止め、問題を解決します。

感染防止の基本は手指衛生です。当院は平成24

年度から正しいタイミングで手指衛生を行う啓発活

動を始めました。正しいタイミングとは、

・患者さんに触れる前

・清潔操作や無菌操作の前

・体液に曝
ば く

露
ろ

（汚染）された可能性がある場合

・患者さんに触れた後

・患者さん周辺の物品に触れた後　　　　　　　　

の5つです。(WHO手指衛生ガイドラインより）

この５つのタイミングで手指衛生を実践すること

で、患者さんや職員への感染や病院環境への汚染を

防いでいます。この活動により当院で使用している

手指消毒剤の使用量は活動当初と比べて約2倍に増

え、院内での耐性菌の発生は減少しています。また、

近隣の医療施設と定期的に会議を開き、地域の感染

対策のレベルアップに努めています。

今後も質の高い医療を提供するために、感染対策

を強化していきます。

前列左から森田医師、河野医師

院内感染制御チームによるラウンド（巡回）の様子
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お　し　ら　せ

日　時 	 平成28年5月19日(木)　18:30開場　19:00開演
場　所 	 中央病院　2階大会議室
講　師 	 鈴木康之（副院長兼産婦人科部長）、矢田大輔（産婦人科医長）

	 小野美代子（臨床検査科主任)

定員･入場料 	 100名（先着順)・無料
申込方法 	 4月25日(月)より電話受付を開始

	 します。(平日8:30～17:00）

　平成28年4月1日から診療報酬の改定により、患者さんの負担額が一部変更になりました。医療サー
ビスの公定価格にあたる診療報酬は、2年に1度厚生労働省の告示により改められ、今回は入院基本料
や検査料等が改正されました。これにより、窓口にてお支払いいただく金額が一部変更になりますので
ご了承ください。

　不妊治療を中心に、生殖医療を取り巻く最近の話題や中央病院
で行っている治療法について、医師、臨床検査技師がそれぞれの
立場からわかりやすく解説します。

職　　種 看護師・准看護師 薬剤師

勤務時間 8:15～16:45（うち休憩時間1時間）
※日数、勤務時間等は相談に応じます

8:30～17:00（うち休憩時間1時間）
※日数、勤務時間等は相談に応じます

休　　日 毎週土曜日・日曜日及び祝祭日、年末年始

【当院における生殖医療 〜次世代に命を繋ぐために〜】

【診療報酬の一部が改定されました】

【臨時職員を募集しています】

第13回市民公開講座

病院総務課 内線2218

医事課 内線2105

病院総務課 内線2215・2216 病院経営課 内線2222

7月1日(金)　午前9時から
2階 応接室にて

後期申込受付

【医師の人事異動について】
就任日：平成28年2月1日　　　　　　　　　　　　　　　  退任日：平成28年2月29日　　就任日：平成28年3月1日

診療科 退任医師名 就任医師名 診療科 退任医師名 就任医師名
小児科 － 鈴

ス ズ

木
キ

　貴
タ カ

之
ユ キ

循環器内科 山
ヤ マ

田
ダ

　啓
ケ イ

太
タ

赤
ア カ

石
シ

　　渉
ワタル

退任日：平成28年3月31日　   就任日：平成28年4月1日
診療科 退任医師名 就任医師名 診療科 退任医師名 就任医師名

糖尿病・
内分泌・
血液内科

赤
ア カ

嶺
ミ ネ

　友
ト モ

代
ヨ

大
オ オ

村
ム ラ

　有
ユ

加
カ

腎臓内科 藤
フ ジ

本
モ ト

　俊
ト シ

成
ナ リ

小
コ

松
マ ツ

嵜
ザ キ

　陽
ヨ ウ

北
キ タ

川
ガ ワ

　楠
ナ

奈
ナ

子
コ

本
ホ ン

澤
ザ ワ

　訓
ノ リ

聖
キ ヨ

遣
ヤ リ

田
タ

　美
ミ

貴
キ

高
タ カ

村
ム ラ

　　毅
ツヨシ

－ 伊
イ

藤
ト ウ

　勇
ユ ウ

太
タ

循環器内科 大
オ オ

東
ヒガシ

　周
シュウ

碁
ゴ

野
ノ

村
ム ラ

　充
ア ツ

希
キ

呼吸器内科 伊
イ

藤
ト ウ

　三
サ ブ

郎
ロ ウ

小
コ

林
バヤシ

　賢
ケ ン

司
ジ

山
ヤ マ

内
ウ チ

　妙
タ エ

子
コ

－

渡
ワ タ

部
ナ ベ

　淳
ジュン

子
コ

佐
サ

々
サ

木
キ

　諒
リョウ

子
コ

脳神経外科 坂
サ カ

本
モ ト

　広
ヒ ロ

喜
キ

吉
ヨ シ

野
ノ

　　薫
カオル

消化器内科
古
フ ル

橋
ハ シ

　広
ヒ ロ

人
ト

木
キ ノ

下
シ タ

　勇
ユ ウ

次
ジ

産婦人科 岸
キ シ

本
モ ト

　彩
ア ヤ

子
コ

－

木
キ ノ

下
シ タ

　千
チ

夏
カ

秋
ア キ

田
タ

　義
ヨ シ

博
ヒ ロ

伊
イ

藤
ト ウ

　敏
ト シ

谷
ヤ

－

中
ナ カ

田
ダ

　達
タ ツ

也
ヤ

遠
エ ン

藤
ド ウ

　大
ダ イ

輔
ス ケ

麻酔科 － 井
イ ノ

上
ウ エ

　恒
ノ ブ

佳
ヨ シ

小児科 山
ヤ マ

田
ダ

　浩
コ ウ

介
ス ケ

古
コ

河
ガ ワ

　賢
ケ ン

太
タ

郎
ロ ウ

臨床研修医 一
イ チ

場
バ

　　剛
ゴ ウ

遠
エ ン

藤
ド ウ

　憲
カ ズ

彦
ヒ コ

富士市立中央病院 検索

院内ギャラリー

※詳しくはウェブサイトをご確認ください｡

退任日：平成28年2月29日　  就任日：平成28年3月1日
診療科 退任医師名 就任医師名

循環器内科 阿
ア

部
ベ

　裕
ユ ウ

一
イ チ

山
ヤ マ

田
ダ

　崇
タ カ

之
ユ キ

小児科 玉
タ マ

利
リ

　明
ア キ

信
ノ ブ

千
チ

葉
バ

　浩
コ ウ

介
ス ケ

武
タ ケ

政
マ サ

　洋
ヨ ウ

一
イ チ

－

－ 5 －



営業時間
9:00～18:00
第３日曜定休
駐車場あり

営業時間
9:00～17:00
日・祝日定休
駐車場あり

ほけんの
窓口

至富士

富士宮

富士宮駅

富士宮市立病院

富士急ホテル富士急ホテル

マルハン

イオンSC
富士宮

富士宮補聴器センター富士宮補聴器センター
富士宮店富士宮店

リオネットセンター富士
富士市石坂 大渕街道沿い

TEL・FAX 0545-53-2365

あなたのまちの補聴器やさん
富士宮補聴器センター
富士宮市錦町 イオンSC富士宮東側
TEL・FAX 0544-27-5629

東名高速
道路

富士
IC

アピタ

吉原高校

リオネット
センター富士

大
渕
街
道

Ｒ
１
３
９

ミニ
ストップ

ハック
ドラッグ

認定補聴器
任せて安心任せて安心！！

技能者在籍

日
本
人
の
た
め
の
、

日
本
生
ま
れ
の

補
聴
器
で
す
。

聞
こ
え
・
目
立
ち
に
く
さ
・
つ
け
心
地
、

全
て
が
日
本
品
質
。

広告に関する一切の責任は広告主に帰属します。また、富士市が推奨するものではありません。
お問い合わせ：病院経営課　内線2221・2222

総合相談センター ～こんな相談を受け付けています～ 

その他の病院内の相談は… 各種教室の紹介

出前講座のご紹介

●看護相談・がん相談・よろず相談　 内線2046 
患者さんとご家族が抱える様々な問題を共に考え、解決していくお手伝いをします。病気や治療のこと、退院後の生活に
対する不安など、専任の看護師がご相談に応じます。

●医療福祉相談(健診含む)　 内線2918 
患者さんの介護保険の利用、医療費などの心配、退院後の生活の準備、転院先案内など、医療ソーシャルワーカーがご相
談に応じます。
月曜日～金曜日　8:30～16:00　地域連携室内(1階正面玄関入って右側)

●お薬相談　お薬相談室(1階お薬渡し口隣り) 
　月曜日～金曜日　 8:30～17:00 
　お問い合わせ：薬剤科　 内線2126 
●栄養相談　栄養相談室(2階循環器科外来隣り) 
　月曜日～金曜日　※予約制です。 
　お問い合わせ：栄養科　  内線2146 
●検査に関する相談・血糖自己測定器の説明　中央検査相談室(2階) 
　月曜日～金曜日　 8:30～17:00 
　お問い合わせ：臨床検査科　 内線2267 
●フットケア相談(糖尿病患者さんの足のケア)　内科外来(2階) 
　第2・第4水・木曜日 13:30～15:30 
　お問い合わせ：内科外来　 内線2285 
●医療放射線被ばく相談　放射線被ばく相談室(1階) 
　火・木曜日　※予約制です。 
　お問い合わせ：中央放射線科　 内線2153 
●医療安全相談　医療安全相談室(2階内科外来奥) 
　月曜日～金曜日　8:30～16:00 
　お問い合わせ：医療安全対策室　 内線2259 

　患者さんとご家族を対象とした各種教室を開催していま
す。開催日・講義内容については中央病院にお問い合わせ
の上、お気軽にご参加ください。開催場所は、各教室いず
れも中央病院2階大会議室です。
●腎臓病教室　お問い合わせ：栄養科　 内線2146 
　日時：毎月第3火曜日　15:00〜16:00
　第39期腎臓病教室スケジュール
　5/17、6/21、7/19、8/16、9/20、10/18
●ファミリークラス(バースクラス・ペアクラス)
　お問い合わせ：産婦人科外来　 内線2059 
　日時：毎月3回　13:00〜15:00

　当院職員を学校・会社・町内会の集まり・医療施設等
へ派遣します。講座は全部で58メニュー、全て無料です。
ぜひご利用ください。
●詳細は当院ウェブサイトまで 
　http://www2.city.fuji.shizuoka.jp/~byoin/ 
　お問い合わせ：病院経営課　 内線2222 

〈富士市立中央病院の理念〉
富士市立中央病院は、地域の基幹病院として、市民の皆さまにより良い医療をやさしく安全に提供し、常に医療の向上に努めます。

〈富士市立中央病院職員宣言〉
1　私たちは、患者さまの権利を尊重し、相互信頼に基づく医療に努めます。
2　私たちは、知りえた個人のプライバシーは、必ず保護します。
3　私たちは、検査・治療・予後などについて、分かりやすい説明に努め、患者さまの意思を尊重します。
4　私たちは、患者さまの必要や希望があれば、他の医療機関へ紹介し、必要な情報を提供します。
5　私たちは、市立病院としての自覚のもと、絶えず自己研鑽し、コスト意識を持ち、効率的な運営に努めます。
6　私たちは、医療機関相互の連携に心して、地域の医療体制への貢献に努めます。

〈平成28年度病院指針〉
｢この病院に来てよかった」と思える医療の提供
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